








理を 同時に行なう 一時的記憶システムのことである。 この WMは，言語活
動において重要な役割を果たしている。人が文を読む際，読んでいる文を
処理するだけではなく ，既に読んだ文の情報を保持しながらそれらを関連
づけて読み進めていく 。 このような文の読みに WMは関係しているといわ














2010)。その背景には，翻訳の復権を 目指す TeachingTranslation in Language 
Teaching (TILT) 1の影響ある。近年， TILTの影響により ，外国語教育にお
ける母語使用は，肯定的に捉えられる傾向にある。そこで本稿では ，TILT 
への寄与を 目指し， 日本人英語学習者を対象として， 学習者の WM容量に
よる ，翻訳プロセスにおける 学習者のこだわりについて明らかにする O
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2.英文和訳と翻訳について
本節では， TILTとヨーロッパ言語共通参照枠(CommonEuropean Framework 
of Reference for Language， CEFR)の観点からなされた翻訳と英文和訳の定義，
テキスト理解モデルを援用した日本人学習者の翻訳プロセスを概観する。
2.1 翻訳と英文和訳の定義





容を伝える ことを目的とする翻訳とは異なる (山岡， 2001，p.118)。
2 英文和訳は，原文の表面を忠実に訳す ことに焦点され，コミ ュニケーショ
ンという観点はなし、。対して， CEFR (Council of Europe， 2002)により翻
訳は，コミュニケーションの仲介能力として示された O







































図 l染谷 (2010) による翻訳プロセスモデル(一部改変)



















3. ワーキ ングメ モリとは
心理学において，人間の記憶は，短期記憶と長期記憶の 2つの記憶シス
テムから成り立っていると考えられている (Atkinson& Shiffrin， 1971) 
WMとは，この短期記憶を理論的に発展させてものであり ，情報の処理と
処理した情報を活性化状態し，一時的に維持する機能を支えるシステムで


















語化された情報と ，視覚 ・空間スケッチパッドで扱われる非言語化 された情
報を統合する働きをもっている。
3.2 WMと翻訳
WMは，文章理解との相関関係、が認められている (Daneman& Carpenter， 
1980) 0 WM容量を測定する目的として開発されたテストにリーデイングス
パンテスト (readingspan test:以下 ，RST) とリスニングスパンテスト








から Llまたは Llから L2)する過程において，深い認知処理が必要とされ，
WMが重要な役割を担っていると考えられているが， WMと翻訳について卜
分に検証されてこなかった。 これまでに，翻訳研究において ，Rothe-Neves 
(2003)により，翻訳者によるキーボードの入力履歴と経過時間を記録でき
る TranslogDOS versionというソフトを用い，翻訳 (writtentranslation)にお
ける ，ポルトガル語を母語とする 大学生 (6名)とプロの翻訳家 (6名)の WM
容量の影響について検証がなされた。参加者の翻訳の修正回数と翻訳中に立





























Sunshine English 2の中からマザ ・ー テレサの活動に関する説明文，Program 




本稿では，松原 ・松見 (201J) により 作成された RSTを用 いた(図 2参
照) 。パーソナルコンビュータを用いて， 2文から 5文条件までそれぞれ 3
試行ずつ実施した。RSTの刺激文は， 1文ずつ横書きに提示し，協力者はそ













図 2松原 ・松見 (201J) により作成された RSTの 2文条件での印字例 と文
の配列例 5
本稿では， RSTの得点を産出にあたり ，高橋 (1996)の得点化 を参考にした。

























6.1 協力者の TOEICの得点， RSTの得点，翻訳に要した時間
各協力者の各協力者の TOEICの得点，RST得点，翻訳課題に要した時間の
結果は以下である。
表 2 各協力者の TOEICの得点， RST得点，翻訳課題に要した時間
性別 TOEIC RST得点翻訳課題に要 した時間
のj尋点
協力者 A 女性 N/A 3.0点 2分 58秒
協力者 B 男性 810点 2.0点 2分 57秒
協力者 C 女性 N/A 3.3点 3分 51秒
協力者 Cは，他の協力者と比較すると， RSTスコアーが 3.3点と一番高かっ
たが，翻訳課題の翻訳に要した時聞は一番長かった o RSTスコアーが一番低
かった協力者 Bが翻訳課題に要 した時間は一番短かった。協力者 A と協力者
Cの RSTスコアーは近似しているが，翻訳課題に要 した時間は，協力者 Cの
方が協力者 A よりも 、約 l分程度長かった。
6.2 協力者の翻訳過程におけるこだわり
協力者 A
協力者 Aは，マザ ・ー テレサと少年の対話を訳し始めるまでしば らく時聞
がかかり ，訳し始めると ，マザー・ テレサによる “Youmust answer my 
questions. OK?"を飛ばして訳し始めた。その理由について協力者 Aに尋ねた
ところ会話文だから， どうやったら伝わるのか。そして，マザー ・テレ






から。最初， ~じゃあ昨日 一 日はどうだったのワ』と 書こうとしたけど，で
もそこまで書かなくていいのかなと思って。シンプルに『昨日は?~だけに
した」 と，述べていた o 最後の対話文を訳し終えた後，一番初めのマザー ・



















answer my questions. OK?"で，協力者 Cは， しばらく手をとめていた理由に
ついて尋ねると最初からつまったのは， ~私の質問に』と書 こうとして
いて。。でも ，小さい男の子に質問と 言ってもわからなし、かもしれないと思
って 。 ~私のきくことに』にしました 。 “OK?"も最初は 『わかったワ』と
書こうと 思ったんですけど， ~い いつ』のほうがしW、かなと思って 。 小さい
子に『わかった』とかいうと恐いなと思って。マザー ・テレサは上から目線
の人ではないと思って」と答えた。このマザー ・テレサの問いかけに対して，







なので 『うん』にしました」 と，協力者 Cはその時に考えていたことを述べ
ていた。
次に，協力者 Cは，マザー ・テレサに よる “Whatdid you eat this morning?"の
“this morning"を 「今朝」か 「今日の朝Jで迷っていたが今日の朝Jを訳
語として選んだ。その理由として今朝という 言葉より ，今 日とい う言葉
が聞こえてきたほうが子供には、わかりやすいかなと思って。今日の朝って
言われたら 、 『今日の朝』 と実感できると 思ったんです」 と答えていた。
協カ者 Cは，特に，男の子が 3回繰り返して “Noωth川ing"と答えるところと ，
マザ一 .テレサ(の乃
て考えて訳をしていた。協力者 Cは，男の子の“Noth川ing"について男の
子が Nothingを 3回繰り返すのを，全部同 じ訳にしたくて。最初は 『うーう
ん』と思ったんですけど，でも 『何を食べたの?~ って 聞 かれて 「 うーうん 」
つてなんかちょっとおかしい気がして。でも 男の子ならいい気がしたけど，
でも 『何にも』の繰り返しならあるかなと思って。あとは，元気のない感じ
をだすために、 『食べてないよ』 じゃなくて 『食べてない』でとめる ことを
考えていました」 と，その時に考えていた ことを述べた。
マザー ・テレサの “Yesterdayワ"についても昨 日」 と書いてから 「は」
をつけるまでしばらく時聞がかかった理由については rLast night?で 『昨
日の夜』って 『昨日 』を使っちゃったか らO でも“Yesterday"と“Lastnight"の
違いは何だろうと思った らわからなくなってきて O 何かつけたそうと思った
んですけど，でも一言 しか言つてなし、から」 と，協力者 Cはその理由を述べ
ていた。
協力者 C は，この対話文の訳を終えた後もしばらく男の子の返答の仕方，



















協力者 Cを協力者 Aと協力者 Bとの比較を行なうと，マザー ・テレサとの










ことを考えると， WM容量が影響していると考える ことができる。 この点に
ついて，Daneman and Carpenter (1980)により，文章理解と WM容量との相関
関係が示されたことから，今後は，学習者の文章理解を踏まえた上で，翻訳




関する 実証的研究， ②協力者の英語力に合わせた実験材料の選択， ③様々な
ジャンノレのテクス卜の使用することが考えられる。
8. 結論
















I) Teaching Translation in Language Teaching (TILT)とは，外国語教育におけ




る(染谷 ・河原 ・山本， 2013)。
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付録
With Love and with Joy 
*翻訳課題は太字の対話文
In 1948， Mother Teresa walked into a slum in Calcutta. She was thirty-eight years 
old then “The people here are very poor， and there is no school near here，" she said 
to herself. She gathered together some children， and taught the alphabet to them. 
They had no pens or notebooks. 
Some sisters joined Mother Teresa. They work巴dtogeth巴rand saved the lives of 
many hom巴lesschildren. One day， the sist巴rsbrought a litle boy to her. The boy 
had a bad stomachache. 
Mother Teresa: You must answer my questions. OK? 
Boy: OK. 
Mother Teresa: What did you eat this morning? 
Boy: Nothing. 
Mother Teresa: Last night? 
Boy: Nothing. 
Mother Teresa: Yesterday? 
Boy: Nothing. 
The Stomachache came from hunger! 
Mother Teresa founded the Missionaries of Charity in 1950“Go to the poor with 
joy. Say yes to peace." There are the goals of the M issionaries of Charity. She 
received the Nobel Peace Prize in 1979. 
Even after her death， the missionaries are working al over the world. They are 
working in Japan too. For example， they have a house for homeless children in 
Tokyo 
120 
